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十
月
十
七
日
（
金
）
、
飛
鳥
巡
り
を
行
う
。
曇
馬
々
小
雨
、
藤
原
京
大
極
殿
跡
を
見
学
、
新
造
の
鴨
公
小
学
校
で
昼
食
。
　
午
後
、
飛
鳥
資
料
館
、

　
　
　
　
　
　
　
石
舞
台
古
墳
を
見
学
し
、
午
後
五
時
前
に
帰
阪
。
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芸
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十
二
月
四
日
（
木
）
午
後
、
大
槻
能
楽
堂
で
、
能
楽
「
野
宮
」
を
鑑
賞
。
解
説
を
田
中
ず
太
郎
教
授
、
講
演
を
泉
嘉
夫
師
が
行
う
。
ま
た
、
狂
言

　
　
　
　
　
　
　
　
「
棒
縛
」
が
茂
山
千
五
郎
師
な
ど
に
よ
っ
て
演
ぜ
ら
れ
、
午
後
四
時
頃
終
了
。
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編　集　後　記

　本研究論集は，発刊以来前巻（第22巻）に到るまで，相愛女子大学，相愛

女子短期大学の学部・学科を通じて，一冊にまとめて発行されて来た。今次

編集委員会は，現下諸般の事情を考慮して慎重に検討協議の上，各教授会の

諒承を得て，本巻（第23巻）より「音楽学部篇」，　「国文・家政学科篇」の

二冊に分冊して刊行することに改ためた。

　学部・学科の専門領域以外の論文（一般教育・外国語・保健体育・教職課

程関係）については，執筆者の関連に応じてそれぞれ何れかの篇に割ふった。

併し，編集委員会の構成は両大学を通じて一体として運営し，また誌名は従

来の形式にの・とり・「騰鍮欝研究論集」として統一・・巻数もそ

れを継承することとした。

なお，前委員会の方針をうけついで，両篇ともに彙報の類を一切除き純論文

集の体裁をととのえた。
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